
ひ
た
す
ら
努
力
す
る
人
が

　

日
管
協
は
全
国
の
各
ブ
ロ
ッ

ク
の
支
部
活
動
が
そ
の
ま
ま
組

織
の
発
展
に
つ
な
が
って
い
ま
す
。

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
は
事
業
活
動
に

積
極
的
で
全
国
か
ら
注
目
の
存

在
で
す
。人
材
も
次
々
と
発
掘
、

発
見
の
途
中
で
す
。し
か
し
、業

界
は
ま
だ
キ
ャ
リ
ア
形
成
で
の

人
材
の
モ
デ
ル
的
な
存
在
が
少

な
い
の
も
事
実
。

　
「
組
織
が
社
会
で
大
き
な
影

響
力
を
持
つ
に
は
年
月
が
か
か

り
ま
す
。近
畿
ブ
ロッ
ク
各
支
部

も
発
足
当
時
と
比
べ
て
人
材
も

ス
キ
ル
も
育
ち
、管
理
業
と
し
て

の
活
動
内
容
も
充
実
し
て
き
ま

し
た
。各
支
部
の
リ
ー
ダ
ー
が

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
意
識
し
た

独
自
の
動
き
を
示
し
て
、そ
の

ど
れ
に
も
説
得
力
が
出
て
い
ま

す
。地
元
住
民
や
自
治
体
か
ら

も
信
頼
を
得
て
意
見
を
交
わ

す
な
ど
の
環
境
に
至
っ
た
の
も

積
み
重
ね
で
し
ょ
う
」。社
会
性

が
自
然
に
身
に
つい
て
き
た
と
述

べ
、努
力
の
結
果
だ
と
。

　

日
管
協
会
長
の
末
永
照
雄

氏
は
常
に
全
国
の
支
部
会
員
と

交
流
し
、協
会
活
動
の
意
図
を

伝
え
て
い
ま
す
。ま
た
、他
の
不

動
産
組
織
の
ト
ッ
プ
と
賃
貸
住

宅
の
住
環
境
整
備
を
テ
ー
マ
に

法
の
充
実
の
重
要
性
を
語
り
、

そ
れ
を
発
信
す
る
な
ど
日
常
的

に
日
管
協
の
存
在
ア
ピ
ー
ル
へ

努
力
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
「
公
益
財
団
法
人
組
織
で
の

リ
ー
ド
役
と
は
物
理
的
な
時
間

も
含
め
て
ど
れ
だ
け
取
り
組
め

る
か
で
す
。近
畿
ブ
ロッ
ク
各
支

部
の「
ベン
チ
マ
ー
ク
」の
実
施
や

社
員
を
応
援
す
る「
成
果
発
表

大
会
」な
ど
、創
作
的
な
活
動
も

〝
人
〟の
力
で
し
ょ
う
」。

　

管
理
業
に
お
け
る
理
想
の
社

員
は
と
の
問
い
に
は「
前
向
き
に

ひ
た
む
き
に
日
々
の
努
力
を
続

け
て
い
る
人
」だ
と
。平
凡
と
言

わ
れ
そ
う
で
す
が
、あ
の
イ
チ

ロ
ー
の
発
言
と
重
な
り
ま
す
。

長
田
氏
の
趣
味
は
読
書
。と
り

わ
け
歴
史
上
人
物
に
つ
い
て
興

味
は
尽
き
な
い
と
聞
き
ま
す
。

そ
の
関
連
で
か
、将
来
に
残
す
の

は
金
で
も
会
社
で
も
な
く〝
人
〟

だ
と
言
い
切
り
ま
す
。5
〜
6

月
は
総
会
を
始
め
、支
部
の
人

事
異
動
な
ど
イ
ベ
ン
ト
が
集
中

し
ま
す
。呼
ば
れ
れ
ば
万
難
を

排
し
て
会
場
へ
出
か
け
る
フ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
良
さ
。組
織
の
向
上
へ

今
年
も
積
極
的
で
す
。

　

な
お
、長
年
、長
田
氏
を
支

え
て
ブ
ロ
ッ
ク
事
務
局
長
を
務

め
て
き
た
岡
本
秀
巳
氏
の
退
任

に
つ
い
て「
貴
重
な
人
材
、最
大

の
功
労
者
で
す
」と
語
っ
て
い
ま

し
た
。

●
入
会
歓
迎
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
！ 

社
会
が
期
待　

新
し
い
賃
貸
管
理
業
の
確
立
へ
。 

●
●
●
●

　

新
年
度
への
ス
タ
ー
ト
に
な
る

支
部
総
会
は
5
月
を
中
心
に一

斉
に
開
催
。近
畿
ブ
ロッ
ク
各
支

部
の
こ
こ
2
〜
3
年
の
活
動
の

特
徴
が
よ
り
際
立
っ
て
き
ま
し

た
。総
会
で
は
主
に
支
部
活
動

計
画
の
発
表
で
す
。ま
た
、同
時

に
研
修
も
実
施
。日
管
協
本
部

（
事
務
局
）か
ら
担
当
者
が
出
席

し
て
本
部
決
定
の
事
業
計
画
細

部
の
解
説
。ま
た
、「
オ
ー
ナ
ー

セ
ミ
ナ
ー
」の
方
向
性
、「
日
管
協

フ
ォ
ー
ラ
ム
」へ
の
参
加
協
力
要

請
も
あ
り
ま
し
た
。各
支
部
は

新
人
事
を
発
表
。新
年
度
は
支

部
幹
部
の
交
替
も
多
く
、確
認

の
機
会
で
し
た
。会
場
に
は
来

賓
と
し
て
京
都
府
の
建
設
交
通

部
な
ど
各
自
治
体
、不
動
産
組

織
か
ら
の
出
席
も
あ
り
、官
民
一

体
で
の
賃
貸
管
理
業
界
の
環
境

向
上
へ
協
力
体
制
が
明
ら
か
に

さ
れ
ま
し
た
。全
体
的
に
は
全

支
部
が
目
標
と
す
る
会
員
拡

大
。そ
の
他
は
①
民
泊
対
応
②

各
地
元
自
治
体
と
の
連
携
③

オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
④

充
実
し
た
研
修
会
、見
学
会
、定

例
会
⑤
管
理
業
者
登
録
制
度

推
進
な
ど
で
す
。各
支
部
と
も

積
極
的
な
取
り
組
み
を
発
表
。

　

各
会
場
で
は
そ
れ
ら
に
加
え

て
預
か
り
金
保
証
制
度
の
進

捗
状
況
、レ
デ
ィ
ー
ス
部
会
の
活

動
報
告
、民
泊
事
情
、ゴ
ル
フ
や

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
予
定
、6

月
に
行
わ
れ
る
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

主
催
の
総
会
、セ
ミ
ナ
ー
の
詳

細
発
表
。こ
の
よ
う
に
各
支
部

は
総
会
で
新
年
度
へ
の
取
組
み

と
会
員
の
参
加
協
力
で
一
致
し

ま
し
た
。

 

ニ
ュ
ー
ス

■「住
宅
宿
泊
事
業
法
」

6
月
15
日
施
行

　

住
宅
宿
泊
事
業
法
が
6
月

15
日
に
施
行
さ
れ
ま
す
。こ
れ

に
伴
い
昨
年
末
、観
光
庁
、国
交

省
、厚
労
省
に
よ
る
施
行
要
項

（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）が
策
定
さ
れ
、

各
自
治
体
へ
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。社
会
の
要
請
で
誕
生
し
た

〝
民
泊
〟。自
治
体
の
規
制
が
目

立
つ
な
か
、同
事
業
法
を
基
に
ど

の
よ
う
に
発
展
、定
着
す
る
の
か

民
泊
ビ
ジ
ネ
ス
の
進
展
が
注
目

さ
れ
ま
す（
関
連
記
事
4
面
）。

◦
近
畿
B
　
組
織
も
人
材
も
充
実
気
運

◦
管
理
業
で
の「
よ
い
社
員
」と
は

■日管
協
主
催
は
7
月
3
〜
4
日

賃
貸
不
動
産
経
営
管
理
士
試
験
講
習

　

平
成
30
年
度
賃
貸
不
動
産

経
営
管
理
士
試
験
と
事
前
講

習
の
日
程
が
日
管
協
か
ら
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

　

試
験
の
本
番
は
11
月
18
日

（
日
）（
全
国
統
一）。受
験
への
事

前
講
習
が
夏
に
行
わ
れ
ま
す
。

近
畿
エ
リ
ア
で
は
日
管
協
主
催

が
7
月
3
日（
火
）と
4
日

（
水
）で
大
阪
会
場（
c
i
v
i

研
修
セ
ン
タ
ー
新
大
阪
東
）。そ

の
他
、協
議
会
主
催
6
月
5
日

（
火
）6
日（
水
）大
阪
会
場
。全

宅
連
主
催
7
月
25
日（
水
）26
日

（
木
）京
都
会
場
。同
7
月
24
日

（
火
）25
日（
水
）兵
庫
会
場
で

行
わ
れ
ま
す
。

　

な
お
、日
管
協
主
催
の
大
阪

会
場
で
の
受
講
料
は
1
万
7
，

8
2
0
円
。受
講
案
内
は
日
管

協
本
部
事
務
局（
０
３
―
６
２

６
５
―
１
１
５
５
）ま
で
。

 

お
知
ら
せ

■〝オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
〟

各
支
部
の
日
程
決
ま
る

　

日
管
協
主
催
で
今
秋
開
催
の

「
住
環
境
向
上
セ
ミ
ナ
ー
」近

畿
ブ
ロ
ッ
ク
6
支
部
の
開
催
日

程
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
▽
大
阪
府
支
部　

10
月
11
日

（
木
）12
日（
金
）▽
京
都
府
支

部　

10
月
20
日（
土
）▽
兵
庫

県
支
部　

10
月
20
日（
土
）▽

滋
賀
県
支
部　

10
月
27
日

（
土
）▽
奈
良
県
支
部　

10
月

21
日（
日
）。▽
和
歌
山
県
支
部

　

10
月
6
日（
土
）

大勢の出席で盛り上がる
大阪府支部の総会会場

　日管協近畿ブロック 6支部は 5月を中心に一斉に
平成 30 年度の総会を開催（各支部のページ参照）。日管
協本部の事業活動方針を踏まえ、それぞれ支部の特
徴を加えた計画やセミナーの予定、新人事の発表な
ども交えて実施されました。

〝
日
管
協
路
線
〟
踏
ま
え
た
活
動
計
画

近畿ブロック6支部一斉に総会
　「
毎
日
の
小
さ
な
積
み
重
ね
が
想
像
を
超
す
結
果
を
作
り
ま
す
」。

こ
れ
は
あ
の
イ
チ
ロ
ー
が
言
う
有
名
な
話
。
長
田
氏
へ
の
〝
よ
い
社

員
と
は
〟
の
問
い
に
対
し
て
同
じ
答
え
が
返
っ
て
き
た
の
に
は
驚
き

で
し
た
。「
日
々
の
前
向
き
な
努
力
こ
そ
大
切
」
と
。
日
管
協
が

組
織
と
し
て
上
昇
路
線
に
乗
れ
て
い
る
の
は
会
員
の
日
々
の
努
力
の

積
み
重
ね
と
い
う
わ
け
で
す
。

日
管
協
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
長

長
田
修
氏
に
聞
く

日管協近畿ブロック 総会開催
日は次の通り。
大阪府支部	 5月14日（月）
京都府支部	 5月22日（火）
兵庫県支部	 5月15日（火）
滋賀県支部	 5月24日（木）
和歌山県支部　5月17日（木）
奈良県支部	 5月15日（火）

川中伸一
大阪府支部長

櫻井啓孝
京都府支部長

松本智
兵庫県支部長

山口俊和
滋賀県支部長

東行男
和歌山県支部長

小西克美
奈良県支部長

・	大阪府支部
・	兵庫県支部
・	和歌山県支部

・	京都府支部
・	滋賀県支部
・	奈良県支部

〈発行〉
　公益財団法人 日本賃貸住宅管理協会　近畿ブロック

日管協副会長　近畿ブロック長　長田　修
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〒541-0043 大阪市中央区高麗橋3-2-7 オリックス高麗橋ビル2F
E-mail：kink-b@jpm.jp　http://www.jpm.jp/

平成 30 年 6 月 1 日発行 Vol.22
兵庫県兵庫県

京都府京都府
滋賀県滋賀県

奈良県奈良県

大
阪
府

大
阪
府

和歌山県和歌山県

公益　　
財団法人日本賃貸住宅管理協会

近畿ブロック 広報紙 日管
きんき

日管きんき〈1〉



平成 30年 6月 1日　Vol. 22

の
役
割
は
大
き
い
。委
員
会
活

動
を
充
実
さ
せ
、体
制
強
化
を

図
り
た
い
。近
畿
ブ
ロッ
ク
と
も

連
携
。一般
社
会
へ
通
じ
る
社
会

貢
献
を
も
視
野
に
存
在
感
を

高
め
た
い
。全
員
が
協
力
し
て

積
極
的
に
前
へ
進
み
た
い
で
す
」。

続
い
て
新
年
度
の
事
業
計
画
の

発
表
。主
な
活
動
は
①
会
員
拡

大
②
会
員
満
足
度
の
向
上
③

管
理
の
品
質
の
向
上
で
す
。さ

ら
に
後
半
に
は
各
役
員
や
委
員

会
の
代
表
、新
入
会
員
の
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
阪
府
支
部
の
最
大
の
イ
ベ

ン
ト
10
月
の「
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ

ナ
ー
」の
発
表
。今
年
も
10
月

11
日（
木
）12
日（
金
）の
両
日
、

大
阪
南
港
の「
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大

阪
」内
で
開
く「
賃
貸
住
宅
フェ

ア
2
0
1
8
i
n
大
阪
」の

ブ
ー
ス
で
開
催
と
決
定
。本
部

か
ら
全
支
部
へ
前
年
よ
り
さ
ら

に
入
場
者
数
ア
ッ
プ
を
求
め
ら

れ
て
い
る
だ
け
に
本
番
に
向
け

て
新
企
画
は
す
で
に
ス
タ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。一
方
、会
員
増
加

キ
ャ
ンペ
ー
ン
の
実
施
も
発
表
し

ま
し
た
。

　

総
会
前
の
幹
事
会
に
は
大
阪

府
都
市
居
住
課
か
ら
担
当
者

が
出
席
。「
あ
ん
し
ん
賃
貸
住

宅
」の
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、日
管
協
本
部
か
ら
田
口

俊
輔
主
任
が
出
席
、本
部
事
業

の
説
明
と
イ
ベ
ン
ト
参
加
協
力

を
述
べ
ま
し
た
。そ
こ
で
総
会

は
終
了
。直
後
の
定
例
会
は
別

項
の
テ
ー
マ
で
菅
原
久
美
子
氏

の
講
演
。最
後
は
懇
親
会
で
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

大
阪
府
支
部
総
会（
報
告
会
）

全
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

①
午
後
4
時
か
ら
総
会
と
報

告
会

②
定
例
会（
講
演
）＝「
愛
と
お

金
を
引
き
寄
せ
る
ソ
プ
ラ
ノ
大

家
さ
ん
流
満
室
ア
パ
ー
ト
投
資

の
ひ
み
つ
」講
師
＝
菅
原
久
美

子
氏（
株
）ス
タ
ジ
オ
く
み
こ
社

長
の
歌
と
お
話
し
。

③
午
後
6
時
か
ら
懇
親
会

　

総
会
の
前
の
午
前
10
時
か
ら

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
協
賛
の「
新
人・

若
手
社
員
研
修
セ
ミ
ナ
ー
」1

部
＝「
賃
貸
市
場
の
現
状
と
課

題
。賃
貸
管
理
業
に
つ
い
て
」。

講
師
＝
日
管
協
総
合
研
究
所

主
任
相
談
員・長
井
和
夫
氏
。

2
部
＝「
契
約
に
関
す
る
基
礎

知
識
」。講
師
は
大
阪
府
支
部

顧
問
弁
護
士
の
上
甲
悌
二
氏
。

　

今
年
、早
期
か
ら
執

行
部
会
や
幹
事
会
を

開
き
、新
年
度
へ
の
人

事
や
活
動
計
画
を
練

り
上
げ
て
き
ま
し
た
。総
会
前

段
階
で
の
各
幹
事
会
の
後
、総

会
で
の
公
表
を
経
て
い
よ
い
よ

本
格
活
動
に
入
り
ま
す
。

　

会
で
は
本
部
報
告
に
始
ま
っ

て
新
年
度
の
幹
事
と
役
職
、事

業
計
画
、予
算
、事
務
局
体
制
、

運
営
、各
種
セ
ミ
ナ
ー
や
総
会

内
容
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
。幹
事
の
大
半
が
出
席

の
中
、役
職
に
つい
て
な
ど
総
会

を
控
え
て
大
事
な
確
認
の
場
で

す
。

　

こ
の
日
は
全
幹
事
が
新
し
い

方
向
性
を
知
り
、活
動
の
基
本

と
な
る
役
職
の
動
き
、再
任
を

含
め
た
新
人
事
の
発
表
、承
認

で
す
。年
初
か
ら
大
小
の
会
議

を
開
き
、決
定
へ
の
最
後
の
場

と
し
て
懇
親
の
場
を
設
け
つつ
、

笑
顔
で
全
員
で
明
日
の
大
阪
府

支
部
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と

い
う
流
れ
で
す
。さ
ら
に
6
月

19
日（
火
）に
行
わ
れ
る
近
畿
ブ

ロッ
ク
主
催
大
阪
府
支
部
主
管

の
セ
ミ
ナ
ー
に
つい
て
大
阪
府
支

部
が
中
心
と
し
て
動
く
こ
と
を

発
表
。特
に
今
年
度
は
委
員
会

活
動
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め

副
委
員
長
制
度
を
設
け
、選
任
、

発
表
、了
承
さ
れ
ま
し
た
。こ
の

よ
う
に
幹
事
会
は
支
部
運
営
の

基
本
地
点
と
な
り
、こ
こ
か
ら

全
て
の
ス
タ
ー
ト
が
切
ら
れ
ま

す
。

　

ま
た
、5
月
14
日
、総
会
当

日
の
幹
事
会
に
は
大
阪
府
住
宅

ま
ち
づ
く
り
部
都
市
居
住
課
の

松
本
俊
哉（
安
心
居
住
支
援
グ

ル
ー
プ
）課
長
補
佐
な
ど
担
当

者
4
人
が
訪
れ
、協
力
要
請
が

あ
り
ま
し
た
。

☆
大
阪
府
支
部
の
新
人
事
の

細
部
は
10
月
号
に
掲
載
し
ま

す
。

　

平
成
30
年
度
の
大
阪
府
支
部
総
会（
報
告
会
）は
5
月
14
日

（
月
）午
後
4
時
か
ら
大
阪
市
内
の「
ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
大
阪
」で

開
催
。講
演
、セ
ミ
ナ
ー
を
含
む
内
容
で
行
わ
れ
ま
し
た
。秋
の

「
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」に
向
け
て
の
決
意
、ま
た
、新
人
事
体
制

の
発
表
も
あ
り
、前
回
以
上
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。今

年
度
は
川
中
伸
一
支
部
長
の
就
任
2
年
目
を
迎
え
、委
員
会
活

動
の
積
極
化
や
セ
ミ
ナ
ー
の
充
実
へ
手
腕
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

日
管
協
の
重
点
事
業
を
踏

ま
え
た
上
で
独
自
の
企
画
を
加

え
た
事
業
を
展
開
中
の
大
阪

府
支
部
。総
会
は一部
と
二
部
に

分
か
れ
、ま
ず
午
前
中「
新
人・

若
手
研
修
セ
ミ
ナ
ー
」の
実
施
。

そ
の
後
は
本
番
の
総
会
へ
。恒

例
通
り
川
中
伸
一支
部
長
の
挨

拶
か
ら

始
ま
り

ま
し
た
。

　
「
会

員
拡
大

が
進
む

中
、
組

織
的
に

も
大
阪

府
支
部

　

毎
年
恒
例
の「
新
人
・
若
手

社
員
研
修
」。会
員
各
社
の
ト
ッ

プ
か
ら
評
価
さ
れ
続
け
て
き
た

学
び
の
場
。前
回
か
ら
会
員
以

外
で
も
出
席
で
き
る
こ
と
に
な

り
、こ
れ
も
会
員
拡
大
の
要
因

に
な
って
い
ま
す
。業
界
へ
入
って

く
る
新
人・若
手
に
と
って
は
充

実
し
た
レ
ジ
ュメ
を
見
つつ
の
勉

強
の
機
会
で
今
後
の
仕
事
に
役

立
つ
か
ら
と
の
判
断
か
ら
会
場

は
今
回
も
満
員
で
し
た
。

熱
い「
新
人
・
若
手
社
員
研
修
」

人
気
企
画　

管
理
業
の
基
本
学
ぶ
好
機

支
部
活
動
は
全
員
で
柔
軟
に
前
向
き
に

10
月
の
「
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」
新
鮮
味
加
え
た
企
画
で

総会で挨拶する川中支部長

菅原久美子さんの講演

新
年
度
へ
参
加
型
体
制
を
確
認

日管協大阪府支部
2018年総会開く

ここはスタート地点です 大阪府支部幹事会
　
大
阪
府
支
部（
川
中
伸一支
部
長
）は
4
〜
5
月
に
幹
事

会
を
開
き
、新
年
度
へ
向
か
っ
て
の
事
業
計
画
や
新
人
事
を

決
め
、オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
や
総
会
な
ど
、イ
ベ
ン
ト
の
細

部
を
確
認
し
ま
し
た
。こ
の
機
会
が
ゴ
ー
サ
イ
ン
と
な
り

支
部
活
動
が
走
り
出
し
ま
し
た
。

野村陽一事務局長

活発な意見が交わされる幹事会

大阪府からも出席が（都市居住課）

新人・若手研修の会場

 

ニ
ュ
ー
ス

■「日管
協
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
8
」

11
月
13
日（
火
）明
治
記
念
館

で
開
催

　

知
名
度
が
年
々
高
く
な
り
、

参
加
者
も
全
国
か
ら
集
ま
る

と
い
う
日
管
協
主
催
の「
日
管

協
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
8
年
」

は
11
月
13
日（
火
）東
京
都
港

区
元
赤
坂
の「
明
治
記
念
館
」

で
開
催
さ
れ
ま
す
。会
場
で
は

賃
貸
管
理
に
関
す
る
研
修
や

企
業
展
示
が
行
わ
れ
、業
界
の

動
き
が
わ
か
る
か
ら
と
個
人
か

ら
団
体
ま
で
、昨
年
以
上
の
入

場
者
数
が
予
想
さ
れ
ま
す
。来

場
者
に
と
っ
て
こ
の一日
は
賃
貸

業
界
の
最
新
の
情
報
や
資
料

を
得
ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。前

回
2
，5
0
0
人
以
上
の
参
加

者
が
あ
り〝
フ
ォ
ー
ラ
ム
〞へ
の

期
待
の
大
き
さ
が
わ
か
り
ま

す
。関
西
か
ら
62
社
が
、近
畿

ブ
ロ
ッ
ク
の
各
支
部
か
ら
も
大

勢
が
参
加
。京
都
府
や
兵
庫
県

支
部
も
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
し
て

勉
強
の
場
に
し
て
い
ま
し
た
。

詳
し
く
は
10
月
号
で
。

■会員
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
6
支
部・好
成
績

　

日
管
協
の
会
員
拡
大
に
つい

て
29
年
度
の
近
畿
ブ
ロック
各
支

部
は
好
成
績
を
残
し
前
年
比
プ

ラ
ス
の
2
7
4
社
へ
。日
管
協
の

全
体
目
標
で
は
、１
，５
０
０
社
を

超
え
る
１
，５
５
７
社
を
ク
リ
ア
。

近
畿
ブ
ロッ
ク
の
会
員
拡
大
で
は

（
株
）宅
都
が
18
社
、（
株
）ア
ズマハ

ウ
ス
が
11
社
、（
株
）都
ハウ
ジ
ン
グ

6
社
、（
株
）エル
ア
イ
シ
ー
5
社
、

（
株
）ハウ
ス
プ
ロ
メ
イ
ン
、丸
和
不

動
産
各
5
社
で
し
た
。

　

今
年
も
年
末
ま
で
拡
大

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
中
で
す
。

訂
正
と
お
詫
び

　
「
日
管
き
ん
き
」Ｖｏ
ｌ

21
号
1
面
の
文
中
。女
性

リ
ー
ダ
ー
の
名
前
は
北
九

州
の（
株
）不
動
産
中
央

情
報
セ
ン
タ
ー
の
濱
中
美

和
氏
が
正
し
く
訂
正
し

て
お
詫
び
し
ま
す
。

日管きんき〈2〉 大阪府支部














